
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

(資料)東証プライム企業決算書及び日本銀行為替データより作成。 

     円相場が 140 円台後半を睨み始めている。FRB の政策金利引き上げが続く中で対ドルの円安が進んでいる。 

今後、アジア各国の金利引き上げも想定され、円は全体として厳しい位置づけが続くことが見込まれる。こうし 

た中で、年度下期の日本企業の想定為替レートは、120 円前後が平均値であり業種による水準の違いはあるもの 

の、日本企業の円安に対する評価は短期的見方が強い。しかし、従来の国際社会の枠組みが政治も含めて揺らぐ 

中で、長期的構造要因の変化に留意する必要がある。加えて、為替水準に日米のインフレの格差を加味した実効 

為替レートを見ると、足元では 2000 年の約半分となっている。具体的には 2000 年時点での海外旅行と同水準 

の旅行を今行おうとすれば 2 倍の費用が必要となる。これまで円相場が極めて安定的に推移してきただけに、変 

化に対応力が日本経済社会全体に求められている。 

日本経済・実効為替レート 
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